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研究成果の概要（和文）：本研究は、接触言語間における普遍的特性の検出と実証を目的とし、植民地政策の足跡が色
濃く残る太平洋諸国の接触言語間の共通性をディスコース・語用論レベルから調査研究したものである。接触日本語変
種と接触英語変種のタグの機能・変化に関する類似性、および接触パラオ語変種と接触英語変種の呼び掛け語の機能・
文法化に関する類似性の検証を含む本研究成果は、接触社会言語学分野の理論構築にも資するものであると考える。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to explore similarities in discourse-pragmatic 
variation and change in contact varieties of languages from a cross-linguistic perspective. We have been 
investigating (a) to what extent the functional distributions and social stratifications of the tags, 
daro, desho and sho in Palauan Japanese are similar to those of eh and HRTs in NZ and AU English; (b) if 
there is a similar trajectory in the grammaticalization process between Palauan ollei and English dude.
 Our findings have made theoretical contributions to the field of contact sociolinguistics; leading to a 
better understanding of (a) the common process of grammaticalization of address terms across different 
contact varieties, (b) the broader applicability of the concept of ‘vernacular universals’ (Chambers 
2000) beyond phonological and morphosyntactic levels, as well as (c) the usefulness of the Dynamic Model 
(Schneider 2007) to identify different stages of formation of Palauan English.

研究分野： 社会言語学

キーワード： しょ　パラオ日本語　postcolonial Japanese　contact Japanese variety　Palauan Japanese　sho　 
discourse marker　tag
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１．研究開始当初の背景 

植民地政策の足跡が色濃く残る太平洋

諸国では、旧宗主国言語は土着語と共存・

連関・交替する過程の中で様々な言語接触

を起こし、また独自の発展も遂げ、多種多

様な「接触言語」を生んできた。従来は主

としてその特異性が着目されたが、近年は

接触言語間の共通性を検出する研究が注

目を集めている。とりわけ Chambers 

(2000) が「話しことばの普遍的特性

（Vernacular Universals: あらゆる種類の

非標準英語の話しことばに共通する音

韻・統語的変異・変化の特徴）」を提唱し

て以来、その妥当性および応用性をめぐり

さまざまな英語変種をもとに世界中で議

論が展開されている (Filppula et al. 2009）。

しかし、提唱者自身が認めるように、「普

遍性」の妥当性を主張・強化するためには、

(1) 英語変種以外へも応用性があること、

さらに (2) 音韻・統語を越えたレベルにお

いても共通した特徴が見出されることを

実証しなければならない。 

一方、パラオ共和国は日本および米国に

よる一世紀におよぶ統治を経て独立を果

たし、パラオ語はもとより、日本語、英語

の 3 言語が複雑に入り混じった国家である

ため、接触言語における変容の実態とメカ

ニズムを解明する上で最適な地域である

といえる。そのため、申請者は 1997 年よ

り一貫してパラオで言語調査を行い、多様

な角度から考察を続けている。本研究は、

パラオで用いられている複数の接触言語

変種のデータ分析を通じ、接触社会言語学

分野における上記の理論構築に貢献しよ

うとするものである。 

２．研究の目的 

上記のような状況を踏まえ、本研究では

大洋州の接触言語の研究者から協力を得

ながら、接触言語間における普遍的特性の

検出と実証を目指した。とりわけ接触言語

間の共通性をディスコース・語用論レベル

から調査考察することで、「話しことばの

普遍的特性」に関する議論を深め、理論構

築に貢献することを目指した。具体的には、

(1) 接触日本語変種と接触英語変種などを

比較することで、これまで単一言語内で論

証されてきた理論が、言語の垣根を超えて

も応用できる可能性、および、(2) 普遍的

特性の検証範囲を従来の音韻・統語レベル

からディスコース・語用論レベルにまで拡

張できる可能性を提示することを目指し

た。 

３．研究の方法 

本研究では、複数の接触言語変種におけ

るディスコース・語用論的分析を行うため

のデータを揃え、順次その分析、類似性の

検証を進めた。具体的には、①パラオ日本

語変種のタグ「ダロ（ウ）・デショ（ウ）・

（ッ）ショ」に関しては、ニュージーラン

ドおよびオーストラリア英語変種の「High 

Rising Terminals (以下 HRTs)」、ニュージー

ランド英語変種（とりわけマオリ英語）の

タグ「eh」の機能面における類似性を比較

し、②パラオ英語変種の「呼び掛け語 

(address term)」に関しては、接触言語とし

てのパラオ語およびニュージーランド英

語変種（とりわけポリネシア系英語）の「呼

び掛け語」の文法化における類似性を比較

した。 

４．研究成果 

(1) パラオ日本語のタグに関する比較考察

の結果 

本研究は、ディスコース・語用論的変異

の「対話上の機能（interactional functions）」

および「社会的・情緒的機能（social and 

affective functions）」に関して、パラオ日本



語のタグ「ダロ（ウ）・デショ（ウ）・（ッ）

ショ」とニュージーランド英語変種（とり

わけマオリ英語）のタグ「eh」およびニュ

ージーランド、オーストラリアの英語変種

「HRTs」との比較考察を行った結果、「ネ

ガ テ ィ ブ ・ ポ ラ イ ト ネ ス (negative 

politeness: Brown and Levinson 1987）」と

しての語用論的機能を持つ言語使用が増

加する傾向にあるという類似性を指摘す

ることができた。「ネガティブ・ポライト

ネス」とは、話者間の距離を縮め、仲間意

識をかもし出そうとする言語行為を指す。

つまり、宗主国から大量の定住移民を受け

入れてきた太平洋諸国では、当初、地元住

民と定住移民間の連帯意識が希薄であっ

たため、その距離を縮め仲間意識を強化し

ようとする話者の動機から、敢えて「ネガ

ティブ・ポライトネス」としての語用論的

機能を持つ言語使用を積極的に取り入れ

る方向へと言語変化が進んだのではない

かという仮説を提唱した。 

(2) パラオ英語の呼び掛け語に関する比較

考察の結果 

 近年、パラオの若年層を中心にパラオ英

語に取り入れられ始めたパラオ語由来の呼

び掛け語「ollei」、および英語の呼び掛け語

「dude」「bro」「man」をパラオ語およびニ

ュージーランドのポリネシア系英語変種の

呼び掛け語の機能および分布と比較考察し

た結果、従来の「呼び掛け語」としての機

能から「驚嘆」「同意」「話題シフトマーカ

ー」等、多機能を備えた「ディスコース・

マーカー（discourse marker）」へ変容し、文

法化が進んでいるという類似性を指摘する

ことができた。今後は、「ollei」以外の２つ

のパラオ語由来および新形式の呼び掛け語

の分析も進め、呼び掛け語のディスコー

ス・語用論的変異と変化に関する包括的な

研究を展開していきたい。 

以上、今後はこれまでの研究成果を踏ま

え、分析の精度と確度を一層高めながら、

引き続き接触言語変種におけるディスコ

ース・語用論的変異と変化のメカニズムの

解明を通じ、接触社会言語学分野の諸理論

の検証と新たな理論の構築に取り組む予

定である。 
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